
熊本県立教育センター 特別支援教育研修室

高等学校における「学びのＵＤ化」を

進めるための研修の紹介

※本スライドでは、高等学校における「学びのユニバーサルデザイン」構築事業
【令和元年度（2019年度）、令和２年度（2020年度）…熊本県教育庁県立学校
教育局特別支援教育課】において、熊本県立教育センターが実施した研修を紹
介します。



研修のねらい
・学びのＵＤ化に関する基本事項を確認し、演習や協議を通して、全校で学びの
ＵＤ化の取組を進めていこうとする意欲を高める。

実施時期
・実施校では年度末

※区切りのよい時期に

時間
・４０分～６０分

形態
・講義、演習、協議

準備物等
・別添資料参照
・事前にグループ分けをしておく。

研修の概要

内容

Ⅰ 学びのＵＤ化に関する基本事項の確認
（５～１０分）

Ⅱ 事前アンケート集計結果の紹介
（５分）

Ⅲ 学びのＵＤ化を進める際のポイント
（約３０分）



県立○○高等学校 校内研修

特別支援教育「学びのＵＤ化」

※「障害」の表記については、法令及び文献等から引用したもの以外は「障がい」と表記します。

天草高等学校倉岳校人吉高等学校五木分校湧心館高等学校（全日制）



研修のテーマ

「学びのＵＤ化」の視点から自身の実践を見つめる
↓

自身の考え、視野、価値観を広げる
↓

よりよい授業づくりのヒントをつかむ
↓

モチベーションを上げる！



Ⅰ 学びのＵＤ化に関する基本事項の確認



平成３１年度（２０１９年度）
特別支援教育
取組の方向（特別支援教育課）より

① 共生社会

② インクルーシブ教育システム

③ 合理的配慮

④ ユニバーサルデザイン
の視点に基づいた授業

特別支援教育取組の方向



① 共生社会とは？

・これまで必ずしも十分に社会参加できるよう
な環境になかった障がい者等が、積極的に
参加・貢献していくことができる社会である。

・それは、誰もが相互に人格と個性を尊重し
支え合い、人々の多用なあり方を相互に認

め合える全員参加型の社会である。



② インクルーシブ教育システムとは？

・人間の多様性（個性など一人一人の違い）

を尊重し、障がい者がそのもてる能力を可

能な最大限度まで発達させ、社会に効果的

に参加することを可能にする目的のもと、

障がいのある者と障がいのない者が

共に学ぶ仕組みのこと。



③ 合理的配慮とは？

・障がいのある子供が日常生活や社会生活
で受けている制限や制約をなくすために必
要な改善や変更を、その周りにいる人が行
うこと。

・一人一人の障がいの状態や教育的ニーズ
等に応じて決定されるもので、本人・保護者

との合意形成の下になされる個別の配慮
である。



④ ユニバーサルデザインの
視点に基づいた授業とは？

・特別な教育的支援が必要な児童生徒

だけでなく、すべての児童生徒にとって

分かりやすい授業のこと。



① 共生社会 ←社会全体で

② インクルーシブ教育システム ←共に

③ 合理的配慮 ←個別に

④ ユニバーサルデザインの視点に
基づいた授業 ←みんなに



すべての児童生徒が安心して学べる
教育環境を整備すること。

（環境づくり、人間関係づくり、授業づくり）

「学びのUD化」

資料「学びのＵＤ化チェックリスト」「学びのＵＤ化リーフレット」参照



『学びのＵＤ化チェックリスト』

１ 環境づくり
・意欲や成長を促す言葉かけ

・指示の伝え方
・ルール作り
・掲示

２ 人間関係づくり
・肯定的な人間関係づくり

３ 授業づくり
・授業の流れ ・授業の形態
・個別の指導 ・板書の工夫
・教材・教具等の工夫
・座席の配置

『学びのＵＤ化リーフレット』

※添付資料あり



Ⅱ 事前アンケート集計結果の紹介



事前アンケート実施対象者の内訳

回答人数：合計 ８８人

先生方の悩み・アイデア・思いが、たくさん集まりました・・・

天草高等学校
＜倉岳校＞ １０人
＜全日制＞ ３５人
＜定時制＞ ８人

湧心館高等学校
＜全日制＞ ２７人

人吉高等学校
＜五木分校＞ ８人

※事前アンケートは、研修実施の約１か月前に各校から協力を得ました。



様々な苦労、心配がある中で・・・

「学びのUD化」で充実した日々を！ ～ポイント～

①生徒の困っている気持ちへの寄り添い、ニーズの把握からスタート。
②僅かな労力、時間で、効果的に成果が上がる取組にスポット。
③組織的な取組として意識し、実践し、配慮等すべきことをシェア。

もっと学びたい、もっと教えたい…、よりよい循環の中で心地よい授業展開へ！



Ⅲ 学びのＵＤ化を進める際のポイント



生徒の姿 生徒の困っている気持ち

例 指示が通らない…

① 理解してくれない…

② 落ち着きがない…

③ 意欲がない…

④ 人とトラブルをおこす…

⑤ 忘れ物が多い…

何を伝えているのか分からない！言葉だけで、早口で言われても…

何が大事なのかな～。たくさん覚えきれない。分かりやすく教えて！

気になることが多すぎる！そんなに長くは集中力が持たないよ～…

楽しくないし…。つまらないし…。分からないことばっかりだし…

すぐに感情的になってしまう…。人からどう見られているのか不安だ

忘れまいと思うけど、ついつい…。忘れ物をしない方法を知りたい！

「生徒の姿」を「生徒自身が困っている」と捉えてみると？ ※演習



リフレーミング前 リフレーミング後

例 飽きっぽい！

① 怒りっぽい！

② 落ち着きがないね！

③ 臆病だね～

④ 考えが浅い！

⑤ 集中できないね～

好奇心が旺盛だね～ 素直だ！ 環境に馴染みやすい人柄だね～

情熱的！ 感受性が豊かだね～ 正義感が強い！

活動的で元気がいい こまめに動くね～ 労をおしまない！

慎重派 用心深い！ きちんとしているよ！

率直！ 楽天的！ 直感的！ 大らかだね～

周りの様子によく気付く！ 気が回る！ すごい好奇心だ！

リフレーミング…「弱み」「否定」を「強み」「肯定」に捉え直すと？ ※演習

※リフレーミング：物事を見る枠組み（フレーム）を変えて、別の枠組みで見直す（リ・フレーム）こと。



否定表現 肯定表現

例
廊下は、走りません！
食べないと、大きくならないよ！

① 忘れないように！

② けんかをしないように！

③ 無駄遣いしない！

④ 明日までに提出してもらわないと困る！

⑤ そのやり方では、うまくいかないよ！

廊下は、歩きましょう。
たくさん食べると、大きくなるよ。

必要な分だけ使おう！

明日までに提出してくれると助かる！

やり方を少し変えれば、うまくいくよ！

仲良く過ごそうね！

覚えておこう！

＜すぐにできる…言葉かけのＵＤ化＞ 否定表現を肯定表現にすると？ ※演習





僅かな労力、時間で、効果的な取組は・・・

ヒントとなる取組が、自分たちのアンケートの中にある！
※情報交換

Ⅲ群

Ⅱ群

Ⅳ群

Ⅰ群

重
要
度

高

低

すぐにできる 時間がかかる

自身にとって、参考とな
る効果的な取組は・・

おすすめ
ベスト３！



Ⅲ群

Ⅱ群

Ⅳ群

Ⅰ群

重
要
度

高

低

すぐにできる 時間がかかる

チームとして、参考とな
る効果的な取組は・・

ぜひ、これを、
みんなでしたい！

授業のＵＤ化を、チーム・組織として、効率的・効果的に進めるために、
必要だと思われる取組や工夫した方がいいと思われる取組は？

※協議



実際の研修の様子
※広用紙の様式の添付あり



☆無理なく、容易にできて、しかも効果が高いものをピックアップ！
☆個々の効果的な取組、工夫、アイデアをどんどん反映させる！
☆教師間、生徒とは、視覚化で共有し合って！
☆教師も生徒も主体性を尊重！…自分のために自分から…Ｎｏ！やらされ感！
☆プラス面の情報を大いに共有！…よりよい実践、生徒の変容等を話題に！
☆互いの助け合い、連携を大切に！…教師も生徒も認め、ほめ、励まし合って！
☆環境づくり、人間関係づくり、授業づくりの視点から充実を！

組織として、これから大切にしたいことは・・

○○学校版「学びのスタンダード」（仮称）の作成！

※実施校が作成した各校の「学びのスタンダード」は、別動画で紹介しています。



実際の取組紹介 ～各学校を訪問しながらの気付きから…～

後方黒板の活用
提出物（締切日）を一覧で記載。
配付済みプリントを確認用に掲示。

ワークシートの整理棚
いつでも、誰でも、段階的に取り
組める学習環境の整備。

授業開始時のミニクイズ
楽しく、ゲーム感覚での学び。
さりげない学びの広がり、深まり。

生徒の発表時の称賛
「ありがとう！」「いいね！」等と、
一声かけることで達成感、自信に。

「目標」「重要」等のカード活用
ポイントを視覚的に強調。

プリント：問題（表）、解答例（裏）
各自で確認しながら個のペース
で学習が進み、学力差へも対応。

ペア・グループワークの活用
互いに教え合う、助けを求める、
質問し合う、意見を交わし合う姿。

プリントを回覧して互いの参考に
書き記したプリントを回覧し合い、
多様な考え、価値観を吸収。

ロッカーの整理
ファイル・教科書等を背表紙が見
えるよう縦置きに。

「授業の心得」等を視覚化し掲示
生徒に意識してほしい事項の焦
点化、視覚化。

気持ちの良いあいさつ
語先後礼、立ち止まってのあいさ
つ。教師も同様に行う。

ワークシートの活用
記入時間の短縮化、ポイントの明確化が可能。
問題文と回答欄を分けることで、何度も使える
問題集として活用。

環境づくり 人間関係づくり 授業づくり



どんな情報、資料が必要ですか？

・特別支援教育充実ガイドブック（平成２７年３月）
・特別支援教育指導力向上研修実践事例集
・高等学校における合理的配慮事例集
・高等学校における「通級による指導」 等

・学習指導要領（Ｈ３０告示）
→「特別支援教育」に
関する記述が充実！

熊本県教育委員会ＨＰ
→特別支援教育からダウンロード可

※添付資料あり



Kumamoto Prefectural Education Center

※実施校の各取組は、別動画をご覧ください。



県立教育センターのスクールサポートをご活用ください！



Kumamoto Prefectural Education Center

「生きる力」の育成のために、
すべての子供が安心して学べる

教育環境の整備を進めていきましょう。

BGM:MusMus


